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１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

大学入学共通テスト英語リスニング問題の分析
An Analysis of the Listening Section of the Common Test for 

University Admissions 

渡　辺　英　雄
WATANABE Hideo

* 武蔵野大学教育学部   

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 

*

have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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１　問題と目的
これからの複雑化する現代社会において、教師は学び続けることが求められるとされている。

Schön（1983）が専門家モデルの転換を提唱して以来、反省的実践家（Reflective practitioner）
としての教師という考え方が市民権を得るようになり、その専門性として教えることを学ぶこと

（learning-to-teach）、すなわち、授業実践の中で教師自ら学ぶことが重要視されている（Kagan 
1992）。Doyle（1980）が指摘したように、授業を行う教室という場は、①即時性（出来事が即時
に生じ、教師はすぐに対応が求められる）、②公共性（教師は常にステージ上にいて、教室の出来
事は他者に目撃される）、③多次元性（多様な背景を持った子どもが存在する）、④予測不可能性（教
室の出来事を予想することは容易でない）、⑤歴史性（学級は連続性を持つため、過去の行為がそ
れ以降に影響する）、⑥同時性（様々な出来事が同時に生じる）を特徴とした、複雑な場である。
そのため、教師は、教室で生じている問題を一義的に解決することはできず、目の前の子どもと
のやりとりの中から授業実践を問い直すことができるかどうかが問われることになる。

教師が自らの授業実践を対象として探究し、改善していくための１つの方法論として、アクショ
ンリサーチ（Action Research）が提案されている。アクションリサーチは、社会心理学者である
Lewin（1946）によって考案され、現実場面の問題に関わる人間が研究に主体的に参加し、計画
－実施－評価の螺旋的なサイクルを通して診断した事態を改善していく研究であるとされている

（秋田 2005）。教師教育では、1970 年代より諸外国でアクションリサーチが導入され、教師自ら
が実践を探究することによって、現場に根ざしたパーソナルな理論を構築し（McNiff & 
Whitehead 2009）、自らの実践を省み、分析する習慣を発達させるための方法論として注目され
ている（Darling-Hammond & Snowden 2009）。

しかしながら、アクションリサーチのリサーチ（Research）という言葉から、教師にとって実

施が難しいように捉えられることも多く、アクションリサーチが提唱され始めた頃の現場への浸
透は限定的であった。こうした問題に対して、教師に向けたアクションリサーチのガイドブック
が数多く出版され、具体的な実践方法を紹介することによって教師の支援が試みられている（例
えば、Sagor & Williams 2016）。我が国では、佐野（2000, 2005）によって英語科教師によるアクショ
ンリサーチが積極的に紹介され、アクションリサーチの理論的背景や手続き、アクションリサー
チのテーマ別の実践事例が解説されている。また、横溝（2000）は、日本語教師によるアクショ
ンリサーチについて理論や実践事例を紹介している。

さらに、近年ではアクションリサーチの実施を支援するためのワークシートが開発されている。
例えば三上（2010）は、アクションリサーチのプロセスとして、①Focus（現状を把握し、研究の
焦点を明確化する）、②Hypothesis（到達可能な目標とその改善策を探し、仮説を設定する）、③
Action（実施計画を立て、実行する）、④Reflection（仮説を検証し、成果を振り返る）の４フェー
ズを設定し（図１）、各フェーズに対応したワークシートを開発している。こうしたワークシー
トを開発し、普及を促進することは、研究に対する教師の不安や負担を軽減し、ひいてはアクショ
ンリサーチが浸透するための一助となると考えられる。

このように支援ツールの開発が進められている一方で、アクションリサーチにおける教師の思
考過程が十分に明らかにされてきたとは言い難い。近年の教師の学びに関する研究では、学びの
ツールやコミュニティといった教師の学習を促進する環境を構成する上で、ツールの開発だけで
なく、使用時において生じる思考や学びの過程を解明することも重要であることが指摘されてい
る（例えば、Russ et al. 2016）。したがって、ワークシートによって教師の学習をより効果的にす
るするためには、アクションリサーチの各フェーズにおける教師の思考過程を理解することが重
要であると考えられよう。

そこで、本研究では教師にアクションリサーチを依頼し、その実践過程における思考について
インタビューすることによって、アクションリサーチにおける教師の思考過程を明らかにするこ
とを目的とする。具体的には、三上（2010）のワークシートを援用して、中学校の英語科教師１
名にアクションリサーチの実践を依頼し、各フェーズにおける思考内容に関するインタビュー
データを手がかりに分析することとする。

２　方法
本研究の方法は、以下の通りである。

2.１ 研究協力者
X 県の公立中学校の英語科教師（以下、教師 A）に研究を依頼した。教師 A は教職経験 14 年

の女性教師で、教育センターの研究員として年間の研究テーマを設定し、取り組んでいる。本研
究では、その研究の一環としてアクションリサーチの実施を依頼している。対象学年は中学１年
生で教師 A が担任する学級である。

2.2 調査期間と方法
調査期間は 201X 年４～５月で、三上に基づき Focus、Hypothesis、Action、Reflection の４フェー

ズ１サイクル分のアクションリサーチを実施した。Action の授業回数は 6 回で、各実践をビデオ
カメラで記録した。

本研究ではインタビュー法を用いて、三上のワークシート記入時に思考した内容を教師に想起
してもらった。インタビューのタイミングは、①授業実践前（Focus と Hypothesis のフェーズに
該当）、②各授業後の休み時間（Action に該当）、③すべての授業実践終了後（Reflection に該当）
とした。インタビューでは「アクションリサーチの各フェーズの遂行時に考えていたことについ
て想起し、説明してください」と伝え、①と③は約 20 分、②は授業ごとに５分～10 分実施した。

2.3 本実践における研究者の位置付け
アクションリサーチには多様な様式が存在し（Kemmis et al. 2014）、それによって研究者のス

タンスや関わり方が大きく異なるとされている。ここでは、本実践における研究者の位置付けを
明示する。

研究者の位置付けは２つの観点から記述できる。第 1 の観点は、アクションリサーチへの研究
者の参加構造である。具体的には、教師のみで自律的にアクションリサーチを実践し、研究者は
そのプロセスに介入しない（あるいは研究者が存在しない）場合と、研究者が積極的に実践内容
に介入する場合に分けられる（藤原 2020）。この点に関して、本研究ではインタビューの実施が
教師の振り返りになる点、筆者がアクションリサーチ遂行上の質問や支援をしている点で、研究
者が実践に参加するアクションリサーチとして位置付けられる。ただし、英語教育の実践内容に
関しては筆者が介入や助言をしていないため、研究者の参加はやや限定的である。

第２の観点は、理論構築の主体が誰であるかである。研究者が教師の実践を記述して理論を構
築する場合と、教師が研究者としてすべての手続きを遂行し、理論を構築する場合に分けられる

の現状把握から仮説設定までのプロセスにおいて、教師の教育観や関心が関係することが示唆さ
れよう。

第２に、アクションリサーチにおけるリフレクションの思考過程について、教師は、仮説に沿っ
て PDCA サイクルを回して授業の手立てを省察する一方で、複数の実践を１つの意味単位として
統合して省察することによって授業を改善するという２つのタイプのリフレクションをしている
ことが示唆された。仮説①を例にすると、前者のリフレクションは、「実際の場面を伴った多量
のインプット」という仮説に基づき small talk の話題を検討する場面が挙げられる。実践では、
教師 A はスポーツ選手のファンを話題にして small talk を実施したが、スポーツに興味のない生
徒にとっては話題がつまらなく、現実場面を伴った話題ではないと振り返り、芸能人のファンを
話題にすべきであると省察している。このように仮説に基づき実際の働きかけが適切であるかど
うかを検討し、改善していることが読み取れる。言い換えれば、教師は PDCA サイクルを回して
リフレクションをしていると考えられる。

それに対して、教師 A が、これまでの実践で得られた気づきを統合して省察する場合も見られ
た。例えば、教師 A は、6 回の実践後の振り返りにおいて、実践③や実践⑥を通して small talk
における話題の重要性を再確認しながらも、ペア活動がスムーズに進まなかったことを踏まえて、
small talk の展開方法それ自体を見直している。こうしたリフレクションを通して教師 A は新た
な仮説を生成していることから、実践のまとまりを統合して振り返ることは、アクションリサー
チを新たなサイクルに進展させる上で役立つことが示唆されよう。以上のリフレクションの思考
過程を記述すると図２になる。

図２　アクションリサーチにおけるリフレクションの思考過程

４　まとめと今後の課題
本研究では、三上（2010）のワークシートに基づき中学校英語科教師にアクションリサーチを

依頼し、その実践における思考内容についてインタビューすることによって、アクションリサー
チにおける教師の思考過程を探ることを目的とした。その結果、第１に、教師は自身の教育観や
関心を繋げながら現状把握から仮説生成までのプロセスを展開させていること、第２に、教師は、
仮説に沿って PDCA サイクルを回して授業を改善するリフレクションと、複数の実践を１つの意
味単位として振り返るリフレクションをしていること、の２点が示唆された。

アクションリサーチの方法開発への示唆として、第１に、アクションリサーチを展開する上で
の思考過程において、教師の関心や教育観が重要な意味を持つことから、自身の教育観や関心に
ついて記入する項目を三上のワークシートに追加する必要性が示唆された。三上のワークシート
では、現状把握に基づきアクションリサーチの仮設設定や実施計画を遂行するが、本研究の結果
と照らし合わせると、教師の関心や価値観がアクションリサーチの展開と不可分であると考えら
れる。実際に諸外国のアクションリサーチ研究においても教師の関心や教育観が重要視されてい
る（例えば McNiff & Whitehead 2009）。以上を踏まえると、例えばアクションリサーチの初期
フェーズにおいて、自身の関心や教育観を記述するワークシートの項目を設け、それに基づき現
状把握等のステップを展開させた方が教師の思考過程としては自然であると考えられよう。また、
第２の結果を踏まえると、アクションリサーチの新たな仮説を生成する上で、これまでの自身の
実践を総合的に振り返ることも重要であると考えられる。三上の Reflection フェーズでは、生徒
からテストデータを収集する等の客観的な記録を基に教師の仮説が検討されるが、本研究の結果
を踏まえると、そうした調査だけでなく、アクションリサーチにおける実践の蓄積による気づき
からも仮説を検討することが重要であると考えられる。したがって、三上の Reflection フェーズ
において、そうした実践のまとまりを振り返るためのワークシートの記入項目を設けることが示
唆されよう。

今後の課題としては、以上の知見を基に改良版のワークシートを開発し、実際に教師に実践を
依頼し、その有効性を検討することが求められる。
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（McNiff & Whitehead 2009）。この点に関して、本実践では、アクションリサーチにおける教師
の思考過程を記述する筆者と、研究員として年間のテーマを探究する教師のように、両者ともに
理論構築の主体であると言える。しかしながら、本論文は筆者がアクションリサーチにおける教
師の思考過程を記述することを目的としているため、本稿では研究者が理論構築の主体として研
究の成果を言及する。したがって、教師 A によって構築された実践理論については、別稿に譲る
こととしたい。

2.4 倫理的配慮
本研究は、協力校の校長および教師に研究の趣旨を説明し、研究協力と学会や論文等への公開

の同意を得た上で実施している。本研究で収集されたデータは、プライバシーを保護するために
すべて匿名化した上で保管および分析している。

３　結果と考察
本実践において記入されたワークシートおよびインタビューの内容に基づき、アクションリ

サーチにおける教師 A の思考過程を分析した。以下では、まず教師 A によるアクションリサー
チの実践の概要を述べた上で、ワークシートおよびインタビューの分析から得られた結果につい
て考察する。

3.1. 教師 Aによる実践の概要
（1） Focus およびHypothesis

表１は Focus および Hypothesis のフェーズにおけるワークシートの記入内容を整理したもの
である。

現状把握の調査では、日常的な生徒の観察を主として、英検 Can-do リストや小テストを補助
的に活用したと説明している。さらに現状把握の調査とは別に、教師 A は自身の関心として、「音
と文字の一致」、すなわち、英語で話したり聞いたりできることが、読んだり書いたりできるよ
うになることの重要性を指摘している。また、教師 A は、自身の教育観として、ペア活動を通じ
てクラスの生徒同士で認め合いや助け合いができるようになってほしいというねがいを語ってい
る。その背景として、当該クラスの雰囲気があまりよくないことが語られ、具体的には、教師や
ALT が話題を提示しても他のクラスと比べて反応が薄く、ペアワーク等が思うように展開しない
ことが語られた。

以上のような現状把握における生徒の実態、教師の関心や教育観を基にして、教師 A はアクショ
ンリサーチの問いを「学力の低い生徒、または学力（モチベーション）の高い生徒であっても、
ペア活動を自信を持って楽しくできるようにするためには、どのような指導が必要か？」に設定
している。この問いに対して、教師 A は、「実際の場面を伴った多量のインプットを与えること（仮
説①）」と「授業目標を明示すること（仮説②）」という方法が有効であるという仮説を設定して
いる。ここでいう仮説①の「多量のインプット」とは、small talk という英会話の活動を指し、
授業の導入場面で、教科書の学習事項を生徒が文字で学習する前に、まずは音声で学習すること
を意味している。具体的には、まず教師が話題を提示し、クラス全体の前で教師と生徒で英会話

のモデルを示した後に、生徒同士でペア活動を実施させるという活動である。そして仮設②では、
授業目標を明示することで、現在している活動が何のためにしているかを明確にすることで意欲
的に取り組めるからであると語られた。

表１　Focus およびHypothesis におけるワークシートの記入内容

（2）Action
以上の仮説を基にして、教師 A は、多量のインプットとしての small talk と授業目標の明示を

６回の授業で計画し、その効果を検討することにした。なお、small talkは、実践①、実践②、実践③、
実践⑥、授業目標の明示は、実践①と実践⑥で実施している。

仮説①の small talk は、実践②から本格的に導入されている。実践②のインタビューにおいて、
以下のように教師 A は、授業の雰囲気はよかったものの、教師と生徒間の英会話から生徒同士の
ペア活動への切り替えのタイミングが難しく、時間を使いすぎたことを説明している。
・長すぎましたね、やっぱりペアワークに入る small talk が、うん。でも、しょうがないかなあ

という気もしないでもないんですよ。あのぐらいやらないと、なかなか。Do you～？はやって
はいたんですけど、それでも言えない子が多いので、うん。もうちょっとなんだろうなぁうま
く進めればいいのかなと思うんだけど、（中略）雰囲気的にはね、うん、よかったと思うので。
実践③では、スポーツ選手のファンであるかどうかを会話する活動をしたが、実際的な話題で

なく、つまらなかったと語る。また、代替案として、芸能人のファンも含めて話題を広げた方が
よかったと振り返っている。
・話題がとにかくだめ。だから仮説のときに（実際の場面を伴ったインプットと）書いたと思う

のですけど、結局そこが今回はだめだったっていうことですかね（中略）ここで、何だろう、
実際の場面を伴ったっていう。だから、ここがつまらなかったと思いました。

・これ例えば sports だけじゃなくて、AKB fan とか Arashi fan とかにした方がもっとオープン
に広げた方がよかった。
実践⑥では、実践⑤の小テストで生徒が I am not～の表現を難しそうにしていた実態と、実践

③の話題に関する反省を活かし、芸能人を話題にして small talk を実施した。インタビューにお
いて、教師 A は、授業開始からクラスの雰囲気が悪いと感じたため、予定していたタイミングよ
り早く small talk を実施し、その結果、雰囲気が良くなったと語っている。
・（授業冒頭の英語での挨拶で）テンションが重たいので、ああこれはもうダメだと思って。こ

れは small talk をこれは入れようと思って。small talk を入れ、それでもまだちょっと重たい
ので、少しでもここでちょっと柔らかくなったんですよ。
次に、仮説②の授業目標の明示については、教師 A は実践①と実践⑥で実施し、その効果を感

じている。例えば、実践①のインタビューでは、音読の学習活動で「（教科書の登場人物に）なりきっ
て読もう」という目標を提示したことで、授業の雰囲気がよくなったことを以下のように語って
いる。
・まぁ今日は上出来じゃないですかね。どうしてかっていうと、最後は「えーっ」とか言いなが

らあそこまで盛り上がらないんですよ。大変なの。こうやってやるのが。うん。で、自分で言
うのもなんですけど、目標提示したのはよかったかなと。
以上のように教師 A は、small talk の話題や進行の仕方、授業目標の明示による雰囲気の変化

に関する出来事を通して自身の働きかけの効果や問題点を吟味している。

（3）Reflection
教師 A は、これまでの授業実践を振り返ったり、生徒の様子を実践時に観察したりすることに

よって最初に設定したアクションリサーチの仮説を検討している。表２は、上記の Action フェー
ズと Reflection フェーズの要点をまとめたものである。

表２　Action およびReflection におけるワークシートの記入内容

仮説①について、教師 A は、実際の場面を伴ったインプットであるためには、small talk の話
題が重要であるという考えを強めている。一方で、small talk における話題だけなく、教師と生
徒間の英会話の方法を工夫することが学習活動を成功させる上で重要であるという新たな仮説を
以下のように示唆している。
・生徒同士に行く前にちょっと前に考えた、考えたっていうか Teacher-Student のインタラクショ

ンをどうクラス全体に聞かせるかっていうか波及させるかっていうことを考えた方が結果的に
Student-Student のペア活動もうまくいくんじゃないかなと。だからその話題というのですか、
聞きたくなるような話題、AKB fan とか Arashi fan とかやりましたけど、その辺をもうちょっ
と精選してですかね。
それに対して、仮説②の授業目標の明示は、多くの生徒が意識して学習できるようになったと

感じられ、うまく機能したことを語っている。
・感覚ですけど、かなりの生徒が意識したんじゃないかなという気はしますね。それ（授業目標）

を最初に掲げるということで、「ああ、今日はこれをちゃんとやればいいんだ」っていうよう
なことが明確になるから、それをポイントにして達成しようっていう風になったんじゃないか
なと思うし。
このように教師 A は、仮説の一部が支持されたことを確認する一方で、新たに取り組むべき仮

説を見出している。

3.2. アクションリサーチにおける教師の思考過程
アクションリサーチのワークシートとインタビューのデータから、本研究では以下の２点が示

唆された。
第１に、教師は自身の教育観や関心を繋げながら現状把握から仮説生成までのプロセスを展開

させていることが示唆された。教師 A は、観察、Can-do リストを通して「現状把握」「アクショ
ンリサーチの問い」「教師の仮説」の項目をワークシートに記入している。このように三上

（2010）に基づき、教師 A は客観的な現状把握をしている。しかしながら、その一方で、実際の
アクションリサーチの思考過程に関するインタビューでは、「認め合いや助け合いを大事にする」
といった教育観や、「音と文字の一致」という関心が語られている。

こうした教師の教育観は、現状把握において「ペア活動がうまくいかない」「人前で発言する
のが苦手な子が多い」という実態を調査したことに関連すると考えられる。また、教師 A の関心
である「音と文字の一致」は、現状把握の「英語の音と文字がなかなか一致しない」、仮説①の「多
量のインプット」という手立てに関連することが推察される。したがって、アクションリサーチ

アクションリサーチにおける教師の思考過程に関する研究（中村）



-- 64 --

１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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表１　大学入学共通テスト内容

問題内容

英語を聞いて、その内容に一番近い答えを選ぶ。

英語を聞いて、その内容に一番近いイラストを選ぶ。

対話を聞いて内容に関する質問の答えを選ぶ。

対話を聞いて内容に関する質問の答えを選ぶ。

表を用いた説明を聞いて選択肢から表の空欄にあてはまる答えを選ぶ。

英語の説明を聞き、示された条件に照らし合わせて答えを選ぶ。

英語の説明を聞き、内容についての問題に適切な答えを選ぶ

対話を聞いて内容に関する問題への答えを選ぶ。

対話を聞いて内容に関する問題への答えを選ぶ。

問題番号

第１問Ａ

第１問Ｂ

第２問

第３問

第４問Ａ

第４問Ｂ

第５問

第６問Ａ

第６問Ｂ

問題数

４問

３問

４問

６問

８問

１問

７問

２問

２問

配点

１６点

９点

１６点

１８点

８点

４点

１５点

６点

８点
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五つの提言―. Retrieved from 
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１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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表１　大学入学共通テスト内容

問題内容

英語を聞いて、その内容に一番近い答えを選ぶ。

英語を聞いて、その内容に一番近いイラストを選ぶ。

対話を聞いて内容に関する質問の答えを選ぶ。

対話を聞いて内容に関する質問の答えを選ぶ。

表を用いた説明を聞いて選択肢から表の空欄にあてはまる答えを選ぶ。

英語の説明を聞き、示された条件に照らし合わせて答えを選ぶ。

英語の説明を聞き、内容についての問題に適切な答えを選ぶ

対話を聞いて内容に関する問題への答えを選ぶ。

対話を聞いて内容に関する問題への答えを選ぶ。

問題番号

第１問Ａ

第１問Ｂ

第２問

第３問

第４問Ａ

第４問Ｂ

第５問

第６問Ａ

第６問Ｂ

問題数

４問

３問

４問

６問

８問

１問

７問

２問

２問

配点

１６点

９点

１６点

１８点

８点

４点

１５点

６点

８点
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五つの提言―. Retrieved from 
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１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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１．研究の背景
2021 年度より大学入学共通テストが導入され外国語（英語）ではリスニング問題の配点が 100

点と英語試験問題配点の半分を占めるようになった。大学入学共通テストでリスニングの配点が
高くなった要因は、2003 年に発表された「『英語が使える日本人』の育成のための行動計画」（文
部科学省，2003）まで遡る。この行動計画の一つにリスニングテストを大学入試センター試験に
導入することが含まれていた。そして 2006 年度の大学入試センター試験からリスニングテスト
が導入された。その後更なる英語教育改革が「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提
言と具体的施策」（文部科学省，2011）と「グローバル化に対応した英語教育改革の 5 つの提言」（文
部科学省，2014）の中で提言された。それらの提言では大学入学センター試験から大学入学共通
テストへの変更、英語の４技能を測る民間試験を受験することが定められた。しかし英語民間試
験の結果を大学入学共通テストの中の大学入試英語成績提供システムとして使用することは延期
された。それに代わり大学入学共通テストではリスニングの配点を英語全体の５割まで増やすこ
ととなった。大学入学共通テスト導入前は大学センター試験外国語（英語）テストのリスニング
の配点が２割であったことを考えると大きな変化である。大学への進学希望者の多くが受験する
テストにおけるこのよう大きな変化は中等教育の学校や学校外での学習に影響を与えることが考
えられる。このことから大学入学共通テスト英語リスニングテストの内容を分析することで、そ
の分析結果を英語教育、英語学習に応用することは日本の英語教育に寄与すると言えよう。本研
究では語用論や機能文法の中で発達した言葉の働きに焦点をあてて研究を行った。

２．先行研究
大学入学共通テスト英語リスニング問題に関連した先行研究として大学入試共通テストのリス

ニング問題の研究、他の英語テスト（TOEIC、IELTS、TOEFL など）のリスニング問題の研究
が挙げられる。はじめに前者の日本の大学入学に関わるリスニング問題に関連する先行研究につ
いて議論を進めることとする。日本の英語学習の環境では英語学習は主に様々なテストのために
英語の学習を行うことが広く認識されている（靜， 2002）。日本におけるテストの中で一番影響力
を持つテストの一つである大学入学に関わるテストは波及効果という視点から研究されてきた。
大学入試センター試験のリスニングでは、リスニング問題が導入されたことでリスニングの学習
時間や学習意欲が増したが、リスニングの点数を大学入学センター試験のリスニング問題導入前
後と比べても有意な差は見られなかったことが報告されている（Hirai, Fujita, Ito, & O'ki, 2013）。
つまり、ただリスニング問題を導入しても学習者のリスニング力の向上という点では望ましい波
及効果は見られない。そのためリスニングテスト導入とそのための指導をあわせて行う必要があ
ると考えられる。例えば馬場（2019）は言語テストにより望ましい波及効果を持たせるためには
指導者が学習者の学習に対する信念を変えることを挙げている。

ここではリスニングテストが導入された大学入学センター試験のリスニングテストに関わる選
考研究を紹介する。長谷川（2007）は大学入学センター試験のリスニング問題で使用された単語
の使用頻度を分類した。最も頻繁に使われる 1000 語を Level 1、２番目に最も頻繁に使われる
1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
の単語とした。分析の結果、中学校、高等学校で扱われる単語の Level 3 までの単語が 94% を占
めた。この研究では大学入試センター試験では難易度が高い低頻出の単語を聞き取る学習をする
のではなく、検定教科書で扱われている単語を聞き取ることの重要性が示されている。長谷川

（2006）では大学入学センター試験をセンテンス数と各単語のシラブル数が調査された。センテ
ンス数は一つの問題につき２～ 11 つであり、ほとんどの単語が２シラブル以下の単語であった。
このことから大学入学センター試験では３シラブル以上の難解な単語はあまり使用されていない
との結論に至った。この二つの先行研究はセンター試験のリスニング問題の研究において有用な
結果を示しているが研究対象が語彙の意味やセンテンスの数など言葉の機能や文章の種類に関し
ては明らかにできていない。言葉の働きや文章の種類という観点からリスニング問題を分析した
場合、リスニング問題についてさらなる洞察が可能であると考える。

３．研究課題及び方法
本研究では大学入学共通テストの英語リスニング問題を言葉の機能、文章の種類という観点か

ら分析を行い、受験者がどのような種類の言葉の機能や文章の種類について英語におけるリスニ
ング力を問われているかを明らかにする。そして分析結果から英語教育への応用を提案すること
に本研究の狙いがある。本研究では言語行為、レジスター、ジャンルという応用言語学の中で発
達した理論を分析的な枠組みとして 2021 年 1 月 16 日実施の英語リスニング問題（大学入試セン
ター，2021）の分析を行う。ここではリスニング問題と分析的な枠組みを示す。

大学入学共通テストは６つの大問があり、その中で複数の問題が設定されている。解答方法は
選択肢から選ぶ形式である。それぞれの問がどのような内容かは表１に示す。

次にリスニングの問題分析を行う言語行為、レジスター、ジャンルという３つの分析的な枠組
みについて示す。語用論の中で発達した言語行為では、人間の発話は文字通りの意味ではなくそ
の言葉を見たり聞いたりした人へ何らかの働きかけを行う行為であると考えられる（Austin, 
1962）。例えば「この部屋寒いね」と言えば文字通り室内の温度について話すことだけでなく「エ
アコンを消して」という働きかけを行っているとも取れる。このように言語行為では言葉の働き
に焦点をあてて言葉を分析する。二つ目の分析的な枠組みであるレジスターは Halliday が主に発
達させた機能文法の理論である。機能文法では言葉は必ずある文化的及び状況的な背景に基づい
て意味が決定されると考える（Halliday & Matthiessen, 2014）。また言語使用者は文化的及び状
況的背景から適切な言語使用を行っているとも考えられている。レジスターは Halliday の理論の
状況的な背景にあたる。状況的な背景は活動領域（field）、役割関係（tenor）、伝達様式（mode）によっ
て構成されている。活動領域とはどのような話題であるか、専門的なことなの、それとも日常的
なことなのかを意味する。役割関係はどのような人間関係で言語が使用されているのか、感情が
どこまで共有されているかを指す。最後に伝達様式は対面なのか、書面なのかなどどのようにコ
ミュニケーションが行われているかを言う。これらの状況的背景を作る要素が言語使用、そして
言葉の意味を決定付けている。三つ目の分析的な枠組みはジャンルという文章の種類に関わるも
のである。ジャンルもレジスター同様に機能文法の中で発達した。Martin（2016）はジャンルを「目
的」があり、「段階」を踏んで行う「社会的」な活動と定義している。Humphrey et al.（2012）はジャ
ンルの具体例として「物語文」、「反応文」、「手順文」、「振り返り文」、「描写文」、「説明文」、「説得文」
を挙げている。上記の三つの分析的な枠組みを用いて分析を行った。

４．結果
言語行為

第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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have some more juice?」）や提案（「How about Sunset Beach?」）のような言語行為がみられた。

レジスター
第２問から６問まではレジスターの分析的な枠組みで分析が行われた。活動領域では日常的な

事柄について話されている問題が多くを占めた。ただ話題は多岐にわたり水筒、食糧品、掃除用
具など具体的な物質を表すことから会議、日程、休日の過ごし方などの比較的抽象的な事柄まで
扱われていた。ただ第５、６問では活動領域は専門的になり、幸福、言語学習、環境問題につい
ての英語を適切に聞き取る必要がある。役割関係ではリスニングの対話は友人、家族、職場の同
僚などの平等かつ親しい関係であることが多いことがわかった。ただ平等な関係で親しい関係性
の中でよくみられる感情や評価を表す表現はあまりみられなかった。伝達様式は多くが対面で即
座の返答がある形式であった。対話の場合は全てが対面の形式であり、オンラインや電話での対
話は見られなかった。

ジャンル
第４問、第５問はジャンルの観点から分析を行った。分析を行った英語の全てが描写文に当て

はまる結果となった。描写文は何かに関する数値や特徴の情報を伝えることをする文章の種類で
ある。説明文は因果関係を表すため描写文と異なる。また説得文ではある意見を主張することを
目的とするため描写文とは異なる。

５．結果の考察
本研究の目的は大学入学共通テストの英語リスニング問題においてどのような言葉の働きや英

文の種類が使用されているか明らかにすることにあった。
分析結果から大学入学共通テストは高等学校で学習すべき内容を反映していることにある。

2009 年文部科学省告示の現行学習指導要領ではリスニングに関して「事物に関する紹介や対話な
どを聞いて、情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえたりする」（p. 11）として、話
題に関しては「日常生活に関する身近な話題を含め，様々な話題についての会話を指す」（p. 11）
としている。本研究での分析結果から日常的な話題は多く占めながらも様々な事柄についての対
話やモノログが使用されていた。また幸福や環境問題などの社会的な話題も問題には含まれてい
た。ただし、レジスター分析で行った活動領域では様々な話題が話されていることがわかったが
役割関係では親しく、平等な関係であることが多くより様々な役割関係を設定することでより日
常的な話題でも言語的な多様性が出ると考えられる。また親しく平等な関係ではありながら感情
や評価を表す表現が少なく英語の真正性を下げていた。ジャンルの観点から議論すれば描写文と
いう種類のみが使用されていた。描写文は事実を数値や特徴から伝える文章の種類であるが議論
文などある事柄について複数の意見が提示される文章の種類もリスニング問題としては適切だと
考える。このようなレジスター及びジャンルの多様性は大学入学共通テストのような影響力の大
きいテストでは重要である。Chou（2021）は大学入学試験での英語リスニング導入は学習者の学
習方法を変化させる波及効果があり、Yildirim（2010）は教員側の指導への良い波及効果が見ら
れたとしている。そのためリスニング問題でのレジスターやジャンルの多様性は英語リスニング

の学習や指導への影響を大きく持つと認識できる。

６．英語教育への応用
ここでは本研究の結果を英語教育へ応用する方法を示す。

クラスルームイングリッシュへの応用
大学入学共通テストのリスニングでは言語行為の面で様々な種類が見られた。学習者が様々な

言語行為を理解できるようになるためには英語教員が授業内で様々な言語行為を使用すると効果
的であると考える。クラスルームイングリッシュでは学習内容の導入や言語活動の指示だけでな
く、「依頼」や「主張」など様々な言語行為を教員が使用することにより学習者が英語での言葉
の働きを理解できるようになるであろう。

教材選択への応用
指導者や学習者はリスニング教材を選ぶ際、言語行為、レジスター、ジャンルの要素を考慮し

て選ぶと大学入学共通テストに向けて適切な英語リスニング学習資料を選ぶことができる。分析
結果からわかるように大学入学共通テストでは日常的な話題の対話型の英語が多い。そのような
英語を聞き取れるように指導・学習できることが大事である。またモノログの英語では社会的な
話題について聞き取る問題があるため社会的な話題に関連する英語の知識を増やし、社会的な話
題についてリスニングを行う能力を養えるような学習資料を選ぶべきである。現在は市販されて
いるものだけでなく、TED や BBC Sounds のように無料でオンライン上に公開されているもの
も多いため、様々な方法でリスニングの学習することができる。

リスニング指導への応用
大学入学共通テストでは日常的な話題が多く、語彙や文法的な難易度は高くないと考える。ま

た聞いた英語と背景知識などを用いて英語の概要を理解するトップダウン的なプロセスが重視さ
れている。これは問題形式から個々の単語などではなく英語の概要を理解できているかを測って
いるためこのようなプロセスの能力を主に測っていることが考えられる。Rost（2016）はリスニ
ング指導の最終目標はトップダウン的なプロセスを行わせることにあるとしている。しかし、トッ
プダウン的なプロセスを補うためには音素や単語から意味を理解しようとするボトムアップ的な
プロセスの学習も必要である。そのためリスニングの学習段階ではトップダウン的なプロセスを
練習すると同時にディクテーションなどの活動を行い、学習者がボトムアップ的なプロセスを行
えるようにすべきである。

７．結論
大学入学共通テストでは言語行為と活動領域で多様性が見られた。ただし、役割関係やジャン

ルという面では幅が狭く、このような面でより多様性のある英語リスニングが学習や指導への良
い波及効果を生むと考えられる。レジスターの中の伝達様式では対話形式が多くみられて、日常
的な話題から社会的な話題まで幅広く扱われていた。これは学習指導要領で定められた高等学校

での学習に関連が強かった。リスニングテスト導入だけでは受験者のリスニングテスト向上とい
う面での波及効果はないことが前述のとおり報告されている。そのため本研究の結果から英語リ
スニングの指導及び学習へ応用されることが望ましい。
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